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新宗教のブラジル伝道（45）

救済の多様性　PL 教団 ④
（４）ニューエイジの場合

インタビュー調査では、どの教団でもいくつかの宗教を遍歴
してきたという信者に出会う。補教師として熱心に子弟の育成
に励んでいる女性サンドラ（41 歳）もその一人である。彼女
はカトリックに熱心な養父母に育てられた。小さな頃から教会
の礼拝に出席するよう信仰が義務付けられてきたという。長じ
て彼女はカルデシズムともコンタクトを持ち、その後ニューエ
イジ的なメッセージに惹かれていった。

子供の頃は、教会に行かないと罪になり、悪魔の災いが
降り懸かると教えられていました。私はそれがとても怖かっ
たです。また、身近にはカルデシスタの人たちが多くいて、
私は霊媒の能力を持っているから霊媒として活動しなけれ
ばいけないとも言われてきました。私は人が憑霊するとか
トランス状態になることに恐怖を感じていました。大人に
なっても恐怖心がなくなることはありませんでした。

彼女の入信経緯は次のようである。
小さい頃、私は実の母親から育ての母親に渡されたそう

です。私に娘が生まれて、実の母親のことを聞かされまし
た。実母はシングルマザーで私を生んだのですが、私もそ
うだったんです。私は経済的な面だけではなく精神的にも
非常につらい思いをした時期がありました。そのことが原
因で知り合いの女性が PL の教会を紹介してくれました。
ある日、私は補教師に、「サンドラ、あなたの娘をあなた
のようにしてもいいの」と言われたのです。娘には私と同
じようになって欲しくないと思いました。娘には幸せな家
庭で子供を育てて欲しいと思いました。

PLでは、「家の流れ」という教えがあって、ある人に起こっ
たことはその人の子供たちにも伝わるといいます。だから、私
は「家の流れ」を最大限に切って子どもには伝えたくないと考
えました。PL の教えは、心の持ち方や考え方が病気や災難を
引き起こすと説いています。そのような考え方は、ポジティブ
シンキングの本ですでに知っていました。ですから、PL の教
えはすぐに理解できました。そのうえ、PL では詳しくオリエ
ンテーションをしてもらえるので、私は PL の教会に通うよう
になったのです。一人で本を読んでいる間は、自分で身につけ
た考え方をどのように実行すればいいのか指導してくれる場所
がありませんでした。
彼女は、ニューエイジ的な思考を読書で身につけていたが、

PL 教会に通うようになってはじめて実際に実践できる場所を
得たと感じた。ここでアメリカ創価学会の事例研究を行ったハ
モンドとマハチェクの議論を参照したい。彼らは、創価学会に
改宗した人びとが元来「超近代的」な性向を持っており、入信
以前から東洋文化にたいする関心が高かったと指摘する。「超
近代的」という用語は彼らの分析を精査する限り、筆者が用い
る「ニューエイジ的」という意味である。
彼らは次のように述べる。「創価学会に関与することによって、

以前はゆるやかな一連の社会的態度であったものが体系化され、
入会以前に抱いていたパターンが鮮明なものとなるのである。
その結果、以前にもある程度存在していた世界観が首尾一貫し

たものとなり、聖なる意味を賦与される。したがって改宗とは、
すでに抱かれていた社会的価値観を表現し、それらを同じよう
な精神を持つ他者との交際によって強化し、さらにそれらを仏
教の宗教的伝統の中で正当なものと認知することなのである（ハ
モンドとマハチェク　2000：181）。」この議論をもとにサンド
ラの入信事例を論ずるなら、彼女はニューエイジに関するゆる
やかな一連の知識を PL で体系化することで首尾一貫した世界
観を体得するようになり、教会における他者との交流のなかで
自らが依拠する信念体系を正当化したということができる。
さて、彼女の場合、入信のきっかけが PL におけるニューエ

イジ的な思想の連続性にあったにせよ、その信仰を深めたのは
「家の流れ」という教えだった。娘にも同じ思いをさせたくな
いという願いが彼女を後押ししたのだった。そして、彼女は「家
の流れ」を良くするために先祖祭祀に参加するようになった。
先祖祭祀はどの教会でも毎月 11 日の「先祖の日」に行われて
おり、普段でも礼拝対象の「日章」を通じて先祖に感謝を捧げ
るよう促されている。

祖先への祈りは PL で学んだのですが、それは祖先に対
して感謝の気持ちを持つということなんです。私の人生は
それによって変えることができました。祖先をお祈りしな
がら、私たちが「今・ここ」にいることができている、と
いうことを感謝するようになりました。先祖の日の祈りで、
やがて私たちはある決心をするようになるのです。つまり
私たちもいずれ感謝されるようにならなくてはいけないの
だから、それなりの行動をしなければならない、責任のあ
る行動をとらなくてはならない、ということです。また、
祖先に感謝をするだけではなくて、祖先が持っていた不徳
を神様にお詫びすることも大切だと教えられています。家
の流れは、それによって清められていきます。それが私の
娘の将来をも良くしてもらえることに繋がっていくのです。

彼女の説明によれば、PLの先祖祭祀では死者の霊魂を敬うこ
ともさることながら、今ある自分の振る舞いを正しくすること
を重視していることがわかる。非日系ブラジル人の一人の教師
は次のように語る。「あらゆる過去の事柄は現在に反映して起
こってきている。現在起こっているあらゆる事柄は将来に反映
する。PLの教えは、将来は現在にあるということを教えている。
だから、現在をいかに生きるということが大切になってくる。」
カルデシズムの教えを知っているサンドラは、災厄に苛ま

れる原因は輪廻転生による過去の負債にあり、それを慈善活動
等の実践によって支払わぬ限り自分の負債（災厄の原因）は消
え去らないとも考えていた。その意味で、救済を求める心は過
去を向いていたといえる。しかし、PL の教えによってその志
向性は今という時点に向くようになった。それは、「今・ここ」
の救済への志向というニューエイジのトレンドと軌を一にして
いる（Vol.15 No.2）。
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